
(57)【要約】

【課題】内視鏡下手術用器具において、前立腺等の病巣

の把持・牽引を適切に行うことができるようにする。

【解決手段】ステンレス製の細長平板状の棒状部材１２

の先端に幅広部１４を形成する。幅広部１４を、体内に

おいて前立腺等の病巣を把持・牽引するための、棒状部

材１２よりも幅が広く、かつ二股形状を有するように形

成する。棒状部材１２の略中央部から幅広部１４に亘る

領域をテーパ状に連続するように形成する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 下 手 術 の 際 に 体 内 に 挿 入 さ れ て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に お い て 、
　 細 長 平 板 状 の 棒 状 部 材 の 先 端 に 、 体 内 に お い て 病 巣 を 把 持 ・ 牽 引 す る た め の 、 前 記 棒 状
部 材 よ り も 幅 が 広 く 、 か つ 二 股 形 状 を 有 す る 幅 広 部 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 下 手 術 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 棒 状 部 材 に お け る 略 中 央 部 か ら 前 記 幅 広 部 に 亘 る 領 域 が テ ー パ 状 に 連 続 す る よ う に
形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 幅 広 部 の 幅 が 、 ４ ０ ｍ ｍ 以 上 ６ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は
２ 記 載 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 棒 状 部 材 の 幅 が 、 １ ０ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 全 体 が １ ５ ｃ ｍ 以 上 ４ ５ ｃ ｍ 以 下 の 長 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い
ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に 関 し 、 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 、 と く に ミ ニ マ ム 創 内
視 鏡 下 前 立 腺 全 摘 除 術 に 適 し た 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 医 療 の 分 野 に お け る 外 科 手 術 と し て は 、 皮 膚 を 大 き く 切 開 し て か ら 病 巣 を 切
除 す る 開 腹 手 術 が 主 流 で あ っ た 。 開 腹 手 術 は 腹 部 を 大 き く 切 開 す る の で 、 手 術 の 際 に 十 分
な 視 野 を 確 保 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 各 種 手 術 用 器 具 を 使 用 す る た め の 十 分 な ス ペ
ー ス を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 近 年 で は 、 皮 膚 を 切 開 せ ず に 病 巣 を 手 術 す る こ と を 可 能 と し た 腹 腔 鏡 手 術 が 知 ら
れ て い る 。 腹 腔 鏡 手 術 と は 腹 壁 に 小 さ な 穴 を 数 カ 所 あ け 、 そ こ か ら 内 視 鏡 や 手 術 器 具 を 挿
入 し 、 さ ら に ガ ス を 注 入 し て 腹 腔 内 を 操 作 す る 手 術 法 で あ り 、 開 腹 手 術 と 比 較 し て 手 術 の
跡 が ほ と ん ど 残 ら ず 、 ま た 手 術 に よ る 患 者 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る た め 、 各 分 野 に
お い て 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 腹 腔 鏡 手 術 は 、 ガ ス を 注 入 す る こ と に よ る 合 併 症 、 腹 腔 内 の 傷 に よ る 腸
閉 塞 、 高 価 な 特 殊 な 器 具 を 使 用 す る こ と に よ る コ ス ト 増 等 、 安 全 性 、 迅 速 性 、 繊 細 性 、 コ
ス ト 等 の 重 要 な 問 題 を 犠 牲 に し て い る 面 が あ る 。 こ の た め 、 実 際 は 、 患 者 に 与 え る 負 担 を
余 計 に 増 大 さ せ て し ま う こ と が あ る の が 現 状 で あ る 。 そ こ で 、 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 が
開 発 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 と は 、 皮 膚 を 数 横 指 切 開 し 、 こ の 切 開 創 か ら 内 視 鏡 、 手 術 用 器
具 等 を 体 内 に 挿 入 し て 行 う 手 術 法 で あ る 。 す な わ ち 、 従 来 の 開 腹 手 術 の よ う に 皮 膚 を 切 開
す る が 、 こ の 切 開 サ イ ズ を 最 小 限 に 留 め て 患 者 の 負 担 を 軽 減 す る と と も に 、 上 記 の 問 題 点
を 解 決 し 、 腹 腔 鏡 手 術 よ り も 手 術 用 器 具 の 操 作 性 等 を 向 上 さ せ た 手 術 法 で あ る 。 こ の ミ ニ
マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 は 近 年 積 極 的 に 行 わ れ 、 前 立 腺 、 腎 臓 、 膀 胱 の 悪 性 腫 瘍 手 術 や 副 腎 手
術 に 非 常 に 有 効 な 手 術 法 で あ る こ と が 実 証 さ れ て い る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 前 立 腺 を 全 摘 除 す る ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 （ す な わ ち ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下
前 立 腺 全 摘 除 術 ） を 行 う 場 合 、 前 立 腺 の 付 近 に は 血 管 が 集 中 し て い る 箇 所 が あ る こ と か ら
、 大 量 出 血 を 防 止 す る た め に も 前 立 腺 を し っ か り と 把 持 ・ 牽 引 し て 前 立 腺 の 周 囲 を 露 呈 さ
せ て 切 除 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 上 記 事 情 に 鑑 み 、 と く に ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 の 際 に 、 前 立 腺 等 の 病 巣 の 把
持 ・ 牽 引 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 は 、 内 視 鏡 下 手 術 の 際 に 体 内 に 挿 入 さ れ て 使 用 さ れ る
内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に お い て 、
　 細 長 平 板 状 の 棒 状 部 材 の 先 端 に 、 体 内 に お い て 病 巣 を 把 持 ・ 牽 引 す る た め の 、 前 記 棒 状
部 材 よ り も 幅 が 広 く 、 か つ 二 股 形 状 を 有 す る 幅 広 部 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 本 考 案 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に お い て は 、 前 記 棒 状 部 材 に お け る 略 中 央 部 か
ら 前 記 幅 広 部 に 亘 る 領 域 を テ ー パ 状 に 連 続 す る よ う に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 幅 広 部 の 幅 は 、 ４ ０ ｍ ｍ 以 上 ６ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 棒 状 部 材 の 幅 は 、 １ ０ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 考 案 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 の 全 体 は 、 １ ５ ｃ ｍ 以 上 ４ ５ ｃ ｍ 以 下 の 長 さ を
有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 幅 広 部 の 幅 の 設 定 範 囲 は 、 本 考 案 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 が 対 象 と す る ミ ニ マ ム 創
内 視 鏡 下 手 術 に お い て 摘 除 す る 病 巣 、 と く に 前 立 腺 の サ イ ズ お よ び 切 開 創 の サ イ ズ を 考 慮
し て 設 定 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 前 立 腺 は ク ル ミ 大 の 大 き さ を 有 し て お り 、 上 記 設
定 範 囲 よ り も 大 き い と 前 立 腺 の 周 囲 に あ る 体 内 組 織 に 損 傷 を 起 こ す 可 能 性 が 高 く な り 、 ま
た 切 開 創 の サ イ ズ も 大 き く す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 患 者 へ の 負 担 が 大 き く な る 。 逆 に 上
記 設 定 範 囲 よ り も 小 さ い と 、 患 者 へ の 負 担 は 軽 減 で き る も の の 前 立 腺 を 確 実 に 把 持 ・ 牽 引
す る こ と が で き な く な る 。 し た が っ て 、 上 記 の 設 定 範 囲 が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 棒 状 部 材 の 幅 の 設 定 範 囲 は 、 幅 広 部 を 体 内 に 挿 入 し た 状 態 に お い て 、 切 開 創 か ら
内 視 鏡 、 切 開 器 具 等 の 他 の 手 術 用 器 具 を 挿 入 す る こ と が で き 、 か つ 病 巣 を 把 持 ・ 牽 引 す る
際 に 幅 広 部 に 確 実 に 力 を 加 え る こ と が で き る よ う に す る こ と を 考 慮 し て 設 定 さ れ た も の で
あ る 。 す な わ ち 、 上 記 設 定 範 囲 よ り も 大 き い と 切 開 創 か ら 内 視 鏡 、 切 開 器 具 等 の 他 の 手 術
用 器 具 を 挿 入 す る こ と が で き な い 。 逆 に 上 記 設 定 範 囲 よ り も 小 さ い と 病 巣 を 把 持 ・ 牽 引 す
る 際 に 幅 広 部 に 確 実 に 力 を 加 え る こ と が で き な い 。 し た が っ て 、 上 記 の 設 定 範 囲 が 適 当 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 長 さ の 設 定 範 囲 は 、 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 に お い て 体 内 深 部 の 病 巣 を 把 持 ・ 牽
引 す る の に 適 切 な 長 さ を 考 慮 し て 設 定 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下
手 術 に お い て 病 巣 の 深 さ は 切 開 創 か ら 約 １ ０ ～ ３ ０ ｃ ｍ の 範 囲 で あ り 、 手 術 を す る 術 者 が
器 具 を 使 用 す る 際 に 持 つ 部 分 の 余 裕 を １ ５ ｃ ｍ 程 度 と 考 え れ ば 、 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 の 長
さ の 上 限 は 全 長 ４ ５ ｃ ｍ で あ る 。 こ れ 以 上 長 く す る と 、 器 具 の 一 部 が 術 者 の 顔 等 の 不 潔 な
部 分 に 触 れ て 器 具 が 汚 染 さ れ る 確 率 が 高 く な る た め 、 手 術 用 器 具 と し て は 好 ま し く な い 。
ま た 、 切 開 創 か ら １ ５ ｃ ｍ 未 満 の 位 置 に 病 巣 が 存 在 す る 場 合 に は 、 器 具 を 使 用 せ ず 、 開 腹
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手 術 で 行 う よ う に 手 指 で 病 巣 を 把 持 ・ 牽 引 す る こ と が 可 能 で あ る こ と か ら 、 上 記 の 設 定 範
囲 が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 上 記 幅 広 部 の 幅 、 棒 状 部 材 の 幅 お よ び 長 さ の 設 定 範 囲 は あ く ま で 現 実 的 に 好 ま し
い 目 安 で あ り 、 体 内 に お い て 病 巣 を 把 持 ・ 牽 引 す る こ と が 可 能 な も の で あ れ ば 、 こ の 範 囲
を 多 少 外 れ た 幅 ま た は 長 さ で も よ い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 考 案 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に よ れ ば 、 細 長 平 板 状 の 棒 状 部 材
の 先 端 に 幅 広 部 が 形 成 さ れ て い る た め 、 幅 広 部 を 体 内 に 挿 入 し た 後 、 切 開 創 と 内 視 鏡 下 手
術 用 器 具 と の 間 に ス ペ ー ス を 確 保 で き る こ と か ら 、 切 開 創 か ら 内 視 鏡 等 の 他 の 手 術 用 器 具
を 体 内 に 挿 入 す る こ と が 容 易 と な る 。 ま た 、 幅 広 部 に よ り 病 巣 を 確 実 に 把 持 ・ 牽 引 で き る
。 ま た 、 二 股 部 の 存 在 に よ り 把 持 ・ 牽 引 中 に 幅 広 部 が 病 巣 か ら 滑 り 落 ち て し ま う こ と を 防
止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 棒 状 部 材 に お け る 略 中 央 部 か ら 幅 広 部 に 亘 る 領 域 を テ ー パ 状 に 連 続 す る よ う に 形
成 す る こ と に よ り 、 本 考 案 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に お い て 幅 広 部 と 棒 状 部 材 と の 間 に 角 部
が 存 在 す る こ と が な く な る 。 し た が っ て 、 切 開 創 か ら 病 巣 ま で の 間 に 存 在 す る 体 内 組 織 の
損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 に お け る 幅 広 部 の 幅 、 棒 状 部 材 の 幅 お よ び 長 さ を ミ
ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 に 適 し た 幅 お よ び 長 さ に 設 定 し た 場 合 に は 、 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手
術 を 行 う 際 に さ ら に 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 考
案 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 の 全 体 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 本 考 案 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ は 、 厚 さ が １ ～ ２ ｍ ｍ の ス テ ン
レ ス 製 の 細 長 平 板 状 の 棒 状 部 材 １ ２ の 先 端 に 幅 広 部 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 棒 状 部
材 １ ２ の 略 中 央 部 か ら 幅 広 部 １ ４ に 亘 る 領 域 は テ ー パ 状 に 連 続 す る よ う に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 幅 広 部 １ ４ は 、 体 内 に お い て 病 巣 で あ る 前 立 腺 を 把 持 ・ 牽 引 す る た め の 、 棒 状 部 材 １ ２
よ り も 幅 が 広 く 、 か つ 二 股 形 状 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 棒 状 部 材 １ ２ の 幅 は ２ ５ ｍ ｍ で あ り 、 幅 広 部 １ ４ の 幅 は ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 本 考 案
に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ の 長 さ は ３ ３ ｃ ｍ で あ る 。 幅 広 部 １ ４ の 二 股 形 状 は 幅 広 部
１ ４ に Ｕ 字 形 状 の 切 欠 部 １ ６ を 設 け る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 切 欠 部 １ ６ の 幅 は １ ７
ｍ ｍ 、 深 さ は ２ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 幅 広 部 １ ４ に お け る 角 部 と な る 部 分 に は Ｒ 面 取 り が
施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 幅 広 部 １ ４ の 幅 は ４ ０ ｍ ｍ 以 上 ６ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し く 、 棒
状 部 材 １ ２ の 幅 は １ ０ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 内 視
鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ の 長 さ は １ ５ ｃ ｍ 以 上 ４ ５ ｃ ｍ 以 下 の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ は 本 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ の 使 用 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 前 立 腺 全 摘 除 術 に お い て 、 術 者 が 前 立 腺 を 切 除 す る 際 に は 、 恥 骨 上
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部 に 形 成 し た 切 開 創 よ り 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ を 幅 広 部 １ ４ 側 か ら 体 内 に 挿 入 し 、 切 欠
部 １ ６ に 尿 道 ２ ０ が 位 置 す る よ う に 幅 広 部 １ ４ を 前 立 腺 ２ ２ の 上 に 配 置 す る 。 そ し て 、 切
開 創 か ら 内 視 鏡 や 切 開 器 具 等 の 他 の 手 術 用 器 具 を 体 内 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０
に 力 を 加 え て 前 立 腺 ２ ２ を 把 持 し 、 膀 胱 ２ ４ の 側 （ 図 面 下 方 ） に 向 け て 牽 引 す る 。 こ の 際
、 必 要 で あ れ ば 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ を 湾 曲 さ せ て 、 よ り 効 率 よ く 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具
１ ０ に 力 を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 前 立 腺 ２ ２ と そ の 周 囲 の 体 内 組 織 と が 良 好 に 分 離 さ れ る た め 、 前 立 腺 ２ ２
を 確 実 に 露 呈 さ せ る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 前 立 腺 ２ ２ の 全 摘 除 を 容 易 に 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 考 案 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ は ス テ ン レ ス 製 に 限 る も の で は な く 、 病 巣
の 把 持 ・ 牽 引 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 素 材 で あ れ ば 、 合 成 樹 脂 等 、 ど の よ う な 材 料
で も よ い が 、 洗 浄 や 消 毒 に 適 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 考 案 の 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 １ ０ は 、 ミ ニ マ ム 創 内 視 鏡 下 手 術 に お け る 前 立 腺 の
把 持 ・ 牽 引 に 適 し た も の で あ る が 、 前 立 腺 以 外 の 他 の 病 巣 の 把 持 ・ 牽 引 に 使 用 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 の 全 体 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具 の 使 用 方 法 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 　 １ ０ 　 　 内 視 鏡 下 手 術 用 器 具
　 　 　 １ ２ 　 　 棒 状 部 材
　 　 　 １ ４ 　 　 幅 広 部
　 　 　 １ ６ 　 　 切 欠 部
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